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WTは、正常壁運動の分画よりも有意に低下していた（18±4％, 4±4％ vs. 39±10％, p＜0.001）。 
【 結論 】2D tracking法により壁厚および％WTの自動測定が可能であり、左室局所壁運動の定量評価に利用で
きると考えられた。 















WTは、正常壁運動の分画よりも有意に低下していた（18±4％, 4±4％ vs. 39±10％, p＜0.001）。 
以上より、2D tracking法により壁厚および％WTの自動測定が可能であり、左室局所壁運動の定量評価に利用
できると考えられた。 
本研究は心エコー2D tracking法による左室局所壁運動の定量評価の有用性を初めて示した臨床研究であり、
本研究者は、博士（医学）の学位を授与されるに値するものと認められた。 
